
2019`年17´月 20日

「先の者があとになり、あとの者が先になる」

■はじめに

1.2019年 7月 14日 の熊本集会の中で、復活にも順番があることをお話 しましたc新約時

代の信者たちは教会の携挙のとき、 1日 約時代の信者たちは大患難期のあとの 75日 間の

ときに復活 しますcこ のことに関連 して質問がありましたc

質問 : ところで、福占書の中には、「先の者があとになり、あとの者が先になる」

と言われている箇所があります。これは、復活の順序を指 しているのでしょうか?

先の者とは旧約時代の信者たち、あとの者とは新約時代の信者たちを指 し、復活の順

序が逆転する、という理解でよいのでしょうかつ

2.該 当の箇所は、マタイの福音書 19:30、 20i16、 ルカの福青書 13:30の 3か所です。

結論 としては、それ らの箇所は、どれ も復活の順序に関 して教えるものではありませんc

「先の者があとにな り、あとの者が先になる」とい う表現は、順番が逆転するとい う意

味ですが、どうい う順番が逆転するのかは、それぞれの箇所の文]1長 によります c

(1)ルカの福音書 13:30で は、民族 としてのユダヤ人の救いと異邦人の救いについて、

順序が逆転 します c

(2)マ タイの福音書 19:30では、永遠のいのちを得ることについて、裕福で地位 もあ

る人とそ うでない弟子たちのような人の順序が逆転 します。

(3)マ タイの福音書 20:16で は、信者がイエスに従 うために失ったものを神が回復 し

てくださることについて、人の 日から見た犠牲の人小による順序が逆転すること

がありますcま た、信者の働 きに対する報奨について、信者たちの間での先輩・後

輩などの順序が逆転することがあ ります。

3.当 日はマタイ 20:16の箇所を引きました。集会 リーダーの清水は、どうい う順番が逆

転するのかをルカ 13:30で 言われていることと混同 して、お答え して しまいました。

お詫び して訂正するとともに、あらためて、3か所それぞれの文脈を確認 し、どうい う

順番がJ転す るのか、説明いた します.

4.こ の説明の内容は、フルクテンバ ウム博 11の 「The Life OfMessiah」 第 3巻によります

が、清水において補足説明を加えてお ります.

5.ア ウトラインは次のとおりです。 (§ 番号は、「The Li■ Of Messiah」 の付番)

(])ルカの福音書 13:22～30 メシアの王国に入ることについて (§ 114)

(2)マ タイの福音書 19:16～30 永遠のいのちを受けることについて (§ 127)

(3)マ タイの福音書 20:1～ 20:16 イ言者が受ける報償と報奨について (§ 127)
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ロルカの福音書 13:22～30 メシアの王国に入ることについて   (§ 114)

1.こ の場面は、13:22「 イエスは、町々村々を次々に教えながら通り、エルサレムヘの旅

を続けられた」。イエスの公生涯は約 3年半、それも終わりに近づいている時期のこと、

この旅はエルサレムヘの最後の旅です。エルサレムに着くと最後の 1週 間を過ごし、

イエスは十字架にかかりましたc

2.23節  この旅の途中で、ある人がイエスに質問しました。「主よ。救われる者は少ない

のですか」。この質問は、日]々 村々を教えながら通ってきたときの民衆の反応を見ての

質問です。ユダヤ人の指導者たちがイエスをメシアではないと判定したので、民衆の多

くがそれに従い、イエスを敬遠するようになっていたのです。

3.24～ 27節  この質問に対し、イエスは、次のように答えました。「努力して狭い門から

入 りなさい。なぜなら、あなたがたに言いますが、入ろうとしても、入れなくなる人が

多いのですからc家の主人が、立ち上がって、戸をしめてしまってからでは、外に立っ

て、『 ご主人さま。あけてください』と言って、戸をいくらたたいても、もう主人は、

『あなたがたがどこの者か、私は知らない』と答えるでしょう。すると、あなたがたは、

こう言い始めるでしょう。『私たちは、ごいっしょに、食べたり飲んだりいたしました

し、私たちの大通 りで教えていただきました。』だが、主人はこう言 うでしょうG『私は

あなたがたがどこの者だか知 りません。不正を行 う者たち。みな出て行きなさい。』

(1)努 力して狭い問から入 りなさい

① イエスを拒絶 した指導者たち、特にパ リサイ人 (び と)と 呼ばれるユダヤ教パ

リサイ派の教師たちは、「言い伝え」と呼ばれる詳細な規則を定めて民衆にそ

れを負わせる一方で、救いについては、ユダヤ人であれば全員が永遠のいのち

を受けて、神の国に入ることができると教えていました.こ れは、広い門ですc

② それに対して、イエスは、血筋で救いを受けることはできない、完全な神の義

を持つ人だけが神の国に入ることができると教えましたcその完全な神の義

とは、人が自分で獲得するものではなく、信仰によって認められる義です。イ

エスは、これを 「狭い門」と表現しました。

③ この時点で人々が持つべき信仰の内容は、イエスの |―字架はまだですから、十

宇架の福音ではありません。イエスが当時、宣べ伝えたのは、旧約聖書に預言

されていたとお りにイエスがメシアとして来たこと、イエスの しているわざ

を見るならば、イエスがメシアであることは明白であること、したがってイエ

スをメシアとして受け入れること、これが当時のユダヤ人たちが救いを受け

るために必要な信仰の内容でした。もし、彼らがそれを受け入れるなら、ユダ

ヤ人の民族的救いは成就し、神の国が地上に到来したはずです.それゆえ、イ

エスが当時、宣べ伝えた福音は、神の国の福音
―と呼ばれました。

O しか し、狭い門から人ろうとすると、つまり、イエスを信じて、イエスのもと

lf来 ようとすると、その人には当時のユダヤ人社会から相当の圧力がかかり

９
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ます。仕事を失 うことす らあ りましたcこ れに耐えてイエスのもとに来るのが、

「努力 して」 とい うことです。

(2)イ エスの答えの中に今場する 「家の主人」 とは、イエス自身のことです。 |ぃ っし

ょに食べた り飲んだ り、大通 りで教えていただいた 1人 々とは、当時のユダヤ人た

ちです。

4.28～ 29節  イエスの答えは次のように続きます。「神の国にアブラハムゃイサクゃャ

コブや、すべての預言者たちが入っているのに、あなたがたは外に投げ出されることに

なったとき、そこで泣き叫んだり、歯ぎしりした りするのです。人々は、東か らも西か

らも、また南か らも北からも来て、神の国で食卓に着きます c」

(1)神 の国とは、メシアが王となつてこの地上に立てる王国です。ユダヤ人の先祖であ

るアブラハム、その子イサク、孫のヤコブが、復活 して王国に入 ります。「すべて

の頂言者たち |、 彼 らは皆ユダヤ人です。旧約聖書に記録 された信仰者たちであ り、

神のことばを時の指導者たちや民衆に伝えました。彼 らの多くは苦難を受け、殺 さ

れた者たちもいま した。彼 らも全員、復活 して王国に人 りますら

(2)そ れなのに、「あなたがた |、 イエスの公生涯を目撃 した当時のユダヤ人たちの多く

が、イエスを拒否 して神の国には入ることができなくなる、とい う警告です.

(3)「 人々は、東からも西からも、また南からも北からも来て、神の国で食卓に着きま

す 1。 この人々は、ユダヤ人ではあ りません.聖書ではユダヤ人以外の人々を、諸

国民、あるいは異邦人 といいますc全 L界の異邦人の中か ら、救いを受けて神の国

に入る人たちが大勢出ると、イエスは預言したのです。

5.30節  イエスはこの答えを次のことばで締めくくりますc「 いいですか、今 しんが りの

者があとで先頭にな り、いま先頭の者が しんが りになるのです c」

(1)i今 しんが りの者」とは、異邦人です。当時のユダヤ人たちの考えでは、異邦人は

神の国に入ることはできません。異邦人はモーセの律法をもたないからです。異邦

人が永遠のいのちを受けて神の国に入るためには、ユダヤ教に改宗 し、モーーセの律

法の枠内に入 るしかない、と考えられていましたc

(2)「 いま先頭の者_|と は、当時のユダヤ人ですじ

(3)異 邦人 とユダヤ人 とで順番が逆転する、とい うことにな ります c

6.ま とめ

(1)こ こでの質問「救われる者は少ないのですか」は、個人的な救いについてではなく、

当時のユダヤ人の民族的救いについてです.

① 現代における個人的な救いについて適用することはできません.現代の信者

のだれひとり、イエスといつしょに食べたり飲んだり、大通りで教えていただ

いた人はいません。

② ですから、この箇所を引用して、「信者であっても努力しないなら、イエスか

ら『あなたがどこの者か知らない』と言われてしまうことになります」などと、
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信者に無用の恐れを与えることは、間違っています。

(2)ユ ダヤ教パ リサイ派の教師たちは、ユダヤ人であればその血筋 |こ より全員が救わ

れると教えたのに対 し、イエスは信仰によって神の義を受け取った者のみが救わ

れると教えま した。

(3)当 時イエスを目の前に して神の国の福音を聴いているユダヤ人たちは、その多く

がイエスをメシアではないと否定 して神の国に入れなくな ります。そ して、当時は

神の国か ら遠 ざけられていた異邦人が大勢、神の国に入るときが来ます.ユ ダヤ人

と異邦人とで、順番が逆転するとい うのです。

(4)こ のことは、ユダヤ人がもはや民族的な救いを失ったとい うことではあ りません。

① ロー`マ人への手紙 11章は次のように教えています。「兄弟たち。私はあなた

がたに、ぜひこの奥義を知っていていただきたい。それは、あなたがたが自分

で自分を賢いと思 うことがないようにするためです。その奥義とは、イスラエ

ル人の一部がかたくなになったのは異邦人の完成のなる時までであり、こう

して、イスラエルはみな救われる、ということです」 (11:25～ 26).

②  「異邦人の完成のなる時」とは、教会の信者となるべき異邦人の数が満ちる時

ですc神の計画の中で、救いを受けて教会に属する異邦人の数に定数がありま

す。その数が満ちると、教会の信者たちは天に携挙されます.

③ 地 Lか ら教会の信者がいなくなったあと、地上には 7年間の大患難期が来ま

す。それまでユダヤ人たちはイエスを拒否 し続けますが、大患難期の末期、生

き残ったイスラエル民族、すなわちユダヤ人たちは、ついに、イエスをメシア

として認め、全員がみな救われます。これがイスラエルの民族的救いです。
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ロマタイの福音書 19:16～30 永遠のいのちを受けることについて (§ 127)

1.こ の出来事は、マルコの福音書 とルカの福音書にも記録があ ります (マ ルコ 10:17～

31、 ルカ 18:18～ 30)cマ タイ 19:16に は 「ひ とりの人が」とだけ紹介されています

が、19:20では 「青年」、19:22では 「この人は多くの財産を持っていた」、ルカ 18:

18では 「ある役人」、 18:23「 たいへんな金持ち」 とあ ります。

2.16節  お金も地位_も あるこ_の 占年は、イエスのところに来て、「永遠のいのちを得るた

めには、どんな良いことを したらよいので しょうか。」 と尋ねました。

3.17節  この質問に対 し、イエスは別の質問で返 しました。 1~な ぜ、良いことについて、

わた しに尋ねるのですか。良い方は、ひとりだけです。」

(1)こ のイエスの問いかけは、当時のユダヤ教のラビ (教師)の典型的な指導法です。

質問を受けたら、別の質問を返 して弟子に考えさせ、真理に導 く、とい う指導法で

すcこ れは、自分の行いではなく、メシアに日を向けさせるための質問です.

(2)こ のイエスの問いかけに対 して、青年は、「あなたは、その良い方=神です」 と答

えるべきだったのです。イエスをメシアとして認め、イエスを神の子であると認め

るなら、その信仰によって彼は永遠のいのちを得たはずです.

(3)し か し、青年は黙って答えませんで したc

4.17～ 18節 そこでイエスは、次の指導に移 ります.「 もし、いのちに入 りたいと思 うな

ら、戒めを守 りなさい」 と言いました。青年は 「どの戒めですか」 と尋ねました。

(1)モ ーセの律法には 613の規定があると言われています。有名な十戒は、その一部

です .

(2)当 時のユダヤ教の教師たちの間では、律法の規定の中では重要度に違いはあるの

か、あるとすればどの規定が一番たいせつなのか、 といった議論があ りましたc

(3)青年は 日頃か らユダヤ教の教師たちの話に耳を傾けていたので しょうの どの戒め

を守った ら、永遠のいのちに入れるのかと尋ねました。

5.18～ 19節  イエスは、答えます。「殺 してはならないc姦淫 してはならない。盗んでは

ならない。偽証をしてはならない。父と母を敬えcあ なたの隣人をあなた自身のように

愛せ よc」

(1)イ エスの答えは、十戒 (出 エジプ ト記 20:1～ 17、 中命記 5:4～ 21)か らその後

半の部分、そ して レビ記 19:18「あなたの隣人をあなた自身のように愛 しなさい」

を引用 したものですc

(2)イ エスの答えは、いずれ も人との関係に関する規定です。 |‐ 戒の前半は神 との関係、

後半は人との関係です。その中か ら、後半を引用 しました。 レビ記 19:18も 、人

との関係です。

6.20節  青年は答えました。「そのようなことはみな、守ってお ります。何がまだ欠けて

いるので しようかc」

(1)青 年は、人 との関係ではモーーセの律法に照 らして落ち度はないと思っていま したc
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(2)ルカ 18:18では、「そのようなことはみな、小 さい時から守ってお ります」とあ

ります.おそらく彼の父親が貧しい人への施 しなどもきちんとしていたのでしよ

う3それを見て育ってきたので、彼自身も子どもの頃から人との関係に気を配って

きました。

(3)し かし、彼の心の中には、何か欠けているという思いがありました。何が欠けてい

るか、そのことをイエスは、次のことばで明らかにします。

7.21節 イエスは彼に言いました。「もし、あなたが完全になりたいなら、帰って、あな

たの持ち物を売 り払って貧 しい人たちに与えなさい。そうすれば、あなたは天に宝を 1ヽ黄

むことになりますcそ のうえで、わたしについて来なさいc」

(1)青年に欠けていたのは、天、すなわち神との関係です。青年は、イエスから十戒の

後半部分を言われたとき、「そのようなことはみな、守ってお ります」と答えなが

ら、まだ何か欠けていると感 じていましたcイ ェスは、十戒の前半部分、神との関

係が青年に欠けていることを教えていたのですc

(2)裕福な人は、神に頼るのではなく、自分の富に頼る傾向があります.ま た、富をも

つていることを、自分は神から祝福されているしるしなのだと受け取る傾向があ

ります。

(3)イ エスは、彼に 3つのことを勧めました。

① 持ち物をすべて売り払って、富を整理 しなさい 。・ 。これは、神を愛すること

を示すためです.富が彼を神に信頼させないようにしていたからです。

② 貧しい人たちに与えなさい 。・ 。これは、隣人への愛を示すためです。

③ わた しについて来なさい 。・。これは、イエスをメシアとして受け入れたこと

を示すためです。

8.22節 ところが、青年はこのことばを聞くと、悲 しんで去って行きましたcこ の人は

多くの財産を持っていたからです.

(1)青 年は、イエスの勧めを聞いて、悲 しんで去って行きましたcイ エスのことばは、

この青年にとっては、聞きたくないことばだったのですc

(2)福 音書は、その理 |||を 「この人は多くの財産を持つていたからである」と記してい

ます。彼は、神に信頼することをしませんでした。イエスが見抜いたとおり、富が

彼を信仰から遠ざけていました。

9.23節 青年が去ったあと、ィェスはそばにいた弟子たちの指導に移 りますcイ エスは

弟子‐たちに言われましたc「 まことに、あなたがたに告げます。金持ちが天の御国に人

るのはむずか しいことです。」

(1)「 天の御国 (て んのみくに)」 とは、神の国ですGメ シアが工となって地上に立て

る国ですc信者は、永遠のいのちをもって、その国に入りますc

(2)青 年が求めた 1永 遠のいのちを得る|も 、神の国に入ることを指 していました
G′

10.24～25節  イエスは、さらに続けて、金持ちが神の国に入るのは、どれほどむずかし
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いかを教えます.「 まことに、あなたがたにもう一度、告げます.金持ちが神の国に人

るよりは、らくだが針の穴を通るほうがもっとやさしいc」  これには、弟子たちがた

いへん驚いて言いました。「それでは、だれが救われることができるので しょうc」

(1)体の大きならくだが、縫物をする針の穴、あるいは外科手術で使 う針の穴、あの糸

を通すだけの小さな穴を通るはずがありません。しかし、それよりも、金持ちが神

の国に入る方がもっとむずかしいというのです。

(2)弟 子たちにとって、これは常識を覆されることばでした。当時のユダヤ人の理解で

は、裕福で社会的地位もある人は神の国に当然入れる人でした。裕福であるという

こと自体が、神からの祝福を受けていると見られたからです.

(3)あ の青年は、弟子たちの日からは、神の国に最も近い人です。それに対 して、弟千

たちの多くはガリラヤ湖の漁師でした。富もない、地位もない、教育もないのです。

弟子たちは、あの青年が救われないなら、いったい誰が救われて、永遠のいのちを

得て神の国に入ることができるのかと、驚き、疑間に思ったのです。

11.26節  驚く弟子たちをイエスはじっと見て言われました。「それは人にはできないこと

です。 しかし、神にはどんなことでもできます」

(1)救われること、すなわち、永遠のいのちを得て神の国に入ることは、金持ちに限ら

ず、人にはできないことです。人は自分の行いでは、永遠のいのちを得ることので

きるレ′`ミルにまで、到達することはできません。

(2)し かし、神にはどんなことでもできます。救いは神のみわざです。

12.27節  ここで、弟子のひとりであるペテロがイエスに言いましたc「 ご覧くださいG私

たちは、何もかも捨てて、あなたに従ってまいりましたし私たちは何がいただけるでし

ようかGI

(1)十 二弟子たち (使徒たち)の うち少なくとも7人ほどは、ガリラヤ湖の漁師であっ

たと推定されます (ヨ ハネ21:2～ 3)。 彼らは、あの肯
1年のような金持ちではあり

ませんが、船や網など自分のものを捨ててイエスに従ってきましたc

(2)ペテロは、思ったらすぐに口にする性格だったようです。あの青年はイエスのこと

ばを聞いて悲 しんで去って行ったが、自分たちは何もかも捨てて、イエスに従って

きた、自分たちには何が与えられるのか、と心の中に思いが起きて、それをイエス

に尋ねたのですじ

13.28～29節 ペテロの質問を受けて、イエスは 3つの約束を弟子たちに与えます。

(1)1番 日の約束・・ 。12人の弟予たち (使徒たち)は、メシアの王国において、それ

ぞれがイスラエルの一つの部族を統治し、計 12の部族を統治する。

(2)2番 目の約束・・・イエスの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、子、あるいは

畑を捨てた者はすべて、その幾倍も受ける^

① マルコ 10:30に は、|そ の 100倍 を受ける[今のこの時代には、家、兄弟、

姉妹、母、子、畑を迫害の中で受ける|と あります。
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②  「100倍を受ける」とは、豊かに実を結ぶことの表現です (マ タイ 13:23)

③  「畑」は、生活の糧、仕事一般も意味します。

① 家族や生活の
|、昂を豊かに受けとることは、とくに教会との関係で成就 します。

● マタイ 12:48～50では、イエスは次のように言いましたc「わたしの母

とはだれですか。また、わたしの兄弟とはだれですか。1それから、イエ

スは手を弟子たちのほうに差 し伸べて言われた。「見なさいcわたしの母、

わたしの兄弟たちです。天におられるわたしの父のみこころを行 う者は

だれでも、わたしの兄弟、姉妹、また母なのです.」

● イエスをメシアとして受け入れるなら、ユダヤ人信者は、家を追い出され

ます。その人は、母や兄弟などを失 うことになるわけですが、教会に属す

ることで、100倍 の母や兄弟などに相当する、信者の交わりが与えられま

す。

●  「畑」は生活の1(量、仕事一般も意味しますcユ ダヤ人信者は、ユダヤ人社

会からも追放され、仕事を失います.教会は、迫害で経済的困窮に直而し

た信者たちを助ける役割を果たします.

● 使徒 2:41～ 47は、信者の交わりと経済的共助の実例ですc

⑤  「今のこの時代」、「迫害の中で」ですから、ご_れ はメシアの王国で成就する約

束ではなく、メシアの王国が到来する前の今の時代を生きる信者たちに対す

る約束です.

(3)3番 目の約束・・・永遠のいのちを受け継ぐ.

① マルコ 10:30には、
「
後の世では永遠のいのちを受けます」とあります。「後

の陛」とはメシアの王国です。

② あの青年がイエスのところに来て最初にした質問は、「永遠のいのちを得るた

めには、どんな良いことをしたらよいのでしょうか」でした。弟子たちの目に

は、あの裕福で地位もある青年は、ユダヤ人の中で、誰よりも神の国に近い人

に見えました。しかし、イエスは、ここで、永遠のいのちを与えるという約束

を、裕福で地位のある人ではなく、貧しくともイエスをメシアとして信 じてつ

いてきた弟子たちに約束 したのです。

14.30節  これら 3つ の約束を語ったあと、イエスは、言いました。「先の者があとにな

り、あとの者が先になることが多いのですc」

(1)先 の者とは、裕福で地位のある人です^あ との者と|ま 、弟子たちのような貧しい人

たちです。永遠のいのちを受け、神の国に入ることにおいては、当時のユダヤ人た

ちの常識がくつがえり、順番が逆転するという、教えです。

(2)裕福で地位のある人が救われない、ということではありませんc神 には金持ちを救

うこともできます。

① アリマタヤという町の企持ちでヨセフという人がいました (マ タイ27:57)じ

（Ｘ
）
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彼は有力な議 員で した (マルコ 15:43)。 彼はイエスをメシアであると信 じて

いましたが、迫害を恐れてそれを隠 していました (ヨ ハネ 19:38).

② しかし、イエスの十字架刑のときに、ついに思いりJっ て (マ ルコ 15:43)、 イ

エスの遺体の下げ渡しを願い出て、イエスの遺体を自分のために用意 してい

た新しい墓に葬 りました。この行為を通 して、彼は信仰を外側に示しました。

③ 彼は金持ちでしたが、たしかに信者だったのです.

15.3つ の約束のうち、1番 目と 2番 目は、永遠のいのちを得ることではありません。 1番

目は、12人の弟子たちがメシアの王国でイスラエル 12部族を治めることですc2番 ||

は、信者がイエスに従 うために失ったものを神が回復 してくださることについてです。

そして、「先の者があとになり、あとの者が先になることが多いのです」という順序の

逆転は、この 2つの約束についても起こると、イエスは教えたのです。

(1)た とえば、2番 日について考えてみると、人の日からは、信者がどれだけ犠牲を払

ったか、その大小によって、神による回復も比例して当‐然だ、と思われますcそ し

て、自分で払ったと思っている犠牲と他の信者が払っているように見える犠牲と

を比較 して、自分の方が大きいと思えば、当然、神から受ける回復も大きいはずで

あると期待 します。

(2)と ころがそうはならない。 となると、 |‐神様は、不公平ではないか」と不満を持つ

ことがあります。

(3)こ れについて、イエスは、次に「ぶどう園の主人のたとえ」をもって、教えてくだ

さいましたG

9
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ロマタイの福音書 20:1～ 20:16 信者が受ける報償と報奨IJつ いて (§ 127)

1.20:1か ら語らオt́る 「ぶどう園の主人」のたとえ話は、19:27～ 30の 延長にあります。

(1)弟 子のひとりのヘテロが、「私たちは、何もかも捨てて、あなたに従ってまいりま

した。私たちは何がいただけるでしょうかc」 と尋ねたことに答えて、イエスが 3

つの約束を言いました.

① l番 目の約束は、12人 の使徒たちに対する約束です。彼らは、メシアのI国

において、12部族を治めるという重要な地位に着きます。

② 2番 目の約束は、信者全般に対する約束です。信者がイエスに従 うために失っ

たものを神が回復 してくださることについてです。

③ 3番 目の約束も、信者全般に対する約束です。永遠のいのちを受けて、メシア

の王国に入るという約束です。

(2)1番 目の約束の中では、12人 の弟子たちの誰がどの部族を治めるのか、について

は、明らかにさオ■ていませんc

O おそらく、この約束を聞いた弟子たちの心の中では、自分はどの部族を治める

ことになるのか、気になったことでしょうら 12部族のうち、長子の権利をも

つのはエフライム族、工権を持つのはユダ族、さらに 12人の族長たちの出生

順による序列 (創 43:33)な どがありますから、どの部族を担当するのか、

それは、そのまま、弟子たちの序列が明らかになるように思えたからです。

② 弟子たちの間では、最初、イエスの弟子になった順番や年齢で序列がおのずと

あったようです.

③ しかし、イエスによって弟子集団の中から 12人の使徒が選抜されました (マ

タイ 10章、マルコ 3章、ルカ 6章 )c

① その 12人 の中で、最初にイエスを神の子であると告白したのは、ベテロでし

た。しかし、彼は、信仰告白のあと、すぐに叱られることもありました (マ タ

イ 16章 )。 そして、変貌山には、12人の中から、ペテロ、ヤコブ、ヨハネの

3人が伴われました (マ タイ 17章、マルコ9章、ルカ 9章 )。

CI このように、弟子たちの間で、自分たちの序列は、単に弟 了́になった順番とか、

年齢順ではないだろうという理解になったものとlf「 定されます。

⑥ そうなると、では誰が ヽ
番なのか、という議論が起きました (マ ルコ 9:34、

ル カ 9:46)。

(3)2番 目の約束 は、信者が払 った犠牲 に対 して神 が回復 して くだ さるとい うもので

'cO 人の日から見ると、犠牲の人小によって、神による回復も比例して当然と思わ

れます。そして、自分で払ったと思っている犠牲と他の信者が払っている犠牲

とを比較して、自分の方が大きいと思うと、当然、神から受ける回復も大きい

はずであると期待しますc

② ところがそうはならない.と なると、「神様は、不公平ではないか」、そのよう

10
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な不満を持つことがあります。

2.こ のような弟子たちの内心のもや もや としたものについて、ここで、イエスが「ぶ どぅ

園の主人」のた とえ話を語って教えます。

(1)た とえ話を理解するときに大り」なのは、たとえ話の結論部分を押 さえることですじ

結論から離れると、たとえ話はいかようにも解釈できて しまいます c

(2)結論部分は、20i14～ 15です。

(3)こ のたとえ話では、ぶ どう園の主人は、神です。労働者たちは、信者ですc13節
では 「友よ」 と呼びかけられていますので、不平を言った者 も信者です。

① 労働者たちがぶどう園の主人に雇われて仕事をしたその日、彼らが仕事を開

始 した時刻には 5通 り、ありました。朝早くから、9時過ぎから、12時過ぎ

から、午後 3時過ぎから、そしてもう仕事も終わる夕方の 5時近くになって

から、という5通 りです。

② この 5通 りの差は、時間的長さの観点で、12人の弟子たちで言えば、イエス

の弟了‐になった順番でしょう.信者全般で言えば、信仰をもってから何年、地

域教会での牧師や役員の立場になって何年、ということでしょう。また、労苦

など払った犠牲という観点からは、どれだけの富や社会的地位を捨ててきた

か、家族関係や人間関係を犠牲にしてきたか、福音宣教のためにどれだけ私財

を投 じ、時間を費や してきたか、などになるでしょう。

③ こ_う いった差を人間的な [|で 見れば、それに比例 して神からの報償 (つ ぐな

い 。回復)あ るいは報奨 (報酬 。ご褒美)が あって当然だと思われます.

3.しかし、このような人間的な目で判断してはならないことを、イエスはたとえ話の結論

で教えています。

4.16節  最後にイエスは、次のように言われ ました.「 このように、あとの者が先にな り、

先の者があとになるものです。」

(1)5通 りの労働者たちは、最後に来た者たちか ら順に賃金が支払われま した。人間的

Ｃ

Ｃ

③

14節  自分の分を取って帰 りなさい。

15節  自分のものを自分の思 うようにしてはいけないという法がありますかc

(良 い)ので、あなたの 日にはねたましく (悪 く)思力`夕尋i前 がいい

われるのですか。

15節 私

(1)信者は、神のぶどう園で働く者ですが、その報酬がいくらかになるかは、神にゆだ

ねるべきですc信者は、ひとりひとり、「自分の分」を受け取るのです。

(2)誰を働き人として選ぶか、そしてその人にいくら報酬を払 うか、これは神が決める

ことです。

(3)神 は、良い方です。正しく、公正で、気前のいいお方です。この理解があってこそ、

信者は心から神を信頼 し、神の決定にゆだね、神がくださる自分の分を喜ぶことが

できま

11
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には朝早 くか ら働いた者たちにまず、支払われるべきで しょう。また、支払われた

報酬は、働いた時間に比例す ると思っていた者たちにとっては不満を感 じるもの

で したc

(2)神 によって信者に与えられる報償 (つ ぐない)や報奨 (ご褒美)は、人の目から見

て順番が逆転するように見えます。しか し、神は良い方です。そ して隠れた所で見

てお られる神が報いてくださる (マ タイ 6:4、 6)こ とが、本当に正 しく、公正な

のですじ

(3)どのように不公平に見えることでも神を信頼 して人生を歩むことができる信仰者

は、なん と幸せなことで しょう。ねたみや不満から解放 される人生です。

12

111111111111111:!::::ゞ :::ツ〕:1'lil
1111111111111111ミ |1111::!(1: kl1111 1雲S墾」|||||||||11111111111111111111,雨 雨

摯|■ |||

,F,11||||1111111 ||||||||||||||||


